
仁
空
実
導
の
戒
体

永
徳
記

を
範

に

杉

江

幸

彦

京
都
西
山
短
期
大
学

は

じ

め

に

拙
稿
で
論
述
し
よ
う
と
す
る

菩
薩
戒
義
記
聞
書

（
以
下

永
徳
記

と
別
称
す
る
）
は
、

梵
網
経

下
巻
の
註
釈
書

菩
薩
戒
義

疏

の
末
疏
で
あ
り
、
円
頓
戒
流
伝
史
上
、
き
わ
め
て
重
要
な
文
献
で
あ
る
。
撰
者
仁
空
実
導
（
一
三
〇
九
〜
一
三
八
八
）
は
、
西
山
證

空
上
人
（
一
一
七
七
〜
一
二
四
七
）（
以
下
證
空
と
記
し
尊
称
を
省
略
）
を
祖
師
と
仰
ぎ
、
北
嶺
戒
学
の
大
成
者
と
し
て
南
北
朝
掉
尾
の

傑
出
し
た
学
僧
で
あ
る
。

因
み
に
、
そ
の
師
と
す
る
證
空
の
仏
教
観
を
端
的
に
見
る
に
、

佛
法
の
大
綱
を
知
る
所
を
菩
薩
戒
と
云
ふ
べ
し
。
そ
の
大
綱
と
は
止

悪
修
善
な
り
。
即
ち
戒
な
り
。
三
種
の

業
と
は
や
が
て
自
覺
覺
他
な
る
故
に
、
菩
薩
戒
の
謂
れ
の
上
に
念
佛
の
別
願
は
立
す
べ
き

１
な
り
。
（

三
縁
事

）
と
あ
り
、

他
筆
鈔

に
は
、

念
佛
に

す
る
戒
な
れ
ば
、
意
ろ
一
向
専
称
に
在
る
と
云
え
る
宗
體
に
入
り
ぬ
れ

ば
、
戒
即
念
佛

２
な
り
。

と
あ
っ
て
、
弘
願
き
わ
ま
る
と
こ
ろ
の
戒
行
を
戒
即
念
佛
と
端
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
詮
す
と
こ
ろ
戒
は
正

因
の
上
の
正
行
と
し
て
帰
結
す
る
と
い
う
、
戒
と
念
仏
と
の
一
致
の
会
通
が
な
さ
れ
て
い
る
。

仁
空
実
導
の
戒
体
（
杉
江
幸
彦
）

一
八
九



周
知
の
よ
う
に
、

梵
網
経

は

慈
悲
心

と
人
倫
た
る

孝
順
心

と
の
結
合
が
基
調
で
あ
る
と
、
指
摘
さ

３
れ
る
。
換
言
す
る
に
、

仏
の
救
済
た
る

慈
悲
心

を
基
盤
に
、
人
倫
と
し
て
の
戒
が
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
と
軌
を
一
に
す
る

永
徳
記

に
あ
っ
て

も
、
戒
は
人
倫
性
、
倫
常
性
と
い
っ
た
立
場
が
貫
か
れ
て
い
る
解
釈
と
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

本
稿
に
お
け
る
研
究
は
、
以
下
に

永
徳
記

の
説
示
す
る
戒
体
の
一
斑
を
摘
出
し
、
信
仰
性
を
も
念
頭
に
お
い
て
、
仁
空
実
導
の
戒

体
を
看
取
し
て
み
た
い
。一

円
頓
戒
に
お
け
る
戒
体
の
嚆
矢

戒
体
の
思
想
は
部
派
時
代
か
ら
あ
っ
た
と
さ
れ
、
戒
体
自
体
の
説
は
種
々
立
て
ら
れ
て
い
る
が
、
用
語
と
し
て
の
戒
体
、
即
ち
戒
法
、

戒
体
、
戒
行
、
戒
相
の
四
科
に
お
い
て
定
義
を
付
し
た
の
が
道
宣
（
五
五
六
〜
六
六
七
）
で
あ
り
、
そ
の
戒
体
の
本
質
は
無
表
と
す
る
。

円
頓
戒
に
則
し
て
、
今
日
一
般
的
に
平
易
か
つ
概
括
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、

戒
法
を
実
行
す
る
原

４
動
力

あ
る
い
は

止
悪
修
善
の
行
為
を
引
き
起
こ
し
て
来
る
根
本
的
原

５
動
力

と
あ
る
。

中
古
天
台
の
諸
説
は
、

菩
薩
戒
義
疏

巻
上
に
、

第
二
出
者
。
初
明
無
作
。
次
明
止
行
二
善
。
初
戒
體
者
。
不
起
而
已
起
即
性
無
作

色
。

と
あ
り
、
こ
の
一
文
を
端
緒
と
し
て
、
五
大
院
安
然
（
八
四
一
〜
八
八
九
？
）
は
、
戒
体
に
つ
い
て
、

普
通
授
菩
薩
戒
儀
広

釈

下
巻
に
お
い
て
、

観
有
二
種
。
一
者
唯
心
、
謂
観
唯
識
。
二
者
実
観
、
謂
観

如
。

如
佛
性
。
以

戒
體
。
一
切
諸
法
。
皆
是

戒
法
體
。
何
有
非
戒
之
法
。
而
有
犯
戒
之
法
。

と
釈
し
て
い
る
こ
と
は
、
周
知
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
福
田
堯
頴
に
よ
る
と
、

戒
体
は
性
徳
本
具
の
色
法
（
無
表
色
）
と
い
い
、
性
徳
の
真
如
仏
性
が
修
徳
の
事
象
と
し
て
顕
現
す
る
と

６
あ
る
。

仁
空
実
導
の
戒
体
（
杉
江
幸
彦
）
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九
〇



二

戒
体
と
戒
行
の
関
係

四
分
律
行
事
鈔

に
、
戒
の
四
別
と
し
て
、
戒
に
は
戒
法
、
戒
体
、
戒
相
、
戒
行
と
の
四
科
の
分
別
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
古
来

よ
り
種
々
の
説
が
立
て
ら
れ
て
い
る
が
、

永
徳
記

で
は
こ
れ
を
い
か
に
理
解
し
て
い
る
か
見
て
い
き
た
い
。
最
初
に
、
戒
の
四
別
と

痴
闇
凡
夫
と
に
絞
っ
て
関
係
を
窺
う
。

祖
師
善
慧
上
人
、
彼
ノ
義
（
元
照
）
ニ
准
ヘ
テ
今
ノ
梵
網
ノ
戒
ニ
付
キ
テ
委
ク
之
ヲ
論
セ
ハ
、
戒
法
、
戒
體
、
戒
行
、
戒
相
ノ
四
ノ

意
有
ル
ヘ
キ
旨
ヲ
述
ヘ
ラ
レ
タ
リ
。
戒
法
ト
云
フ
ハ
舎
那
ノ
三
聚

戒
ノ
功

ナ
リ
、
戒
體
ト
ハ
此
ノ
舎
那
ノ
功

ヲ
師
資
相
傳
作

法
授
得
ス
ル
體
ナ
リ
、
戒
行
ト
ハ
此
ノ
受
ケ
取
ル
所
ノ
體
ヲ
一
々
ニ
行
シ
顯
ス
事
ナ
リ
、
戒
相
ト
ハ
行
シ
顯
ス
ニ
付
キ
テ
一
々
ニ
其

ノ
持
犯
開
遮
ノ
相
カ
有
ル
ヘ
キ
ナ
リ
。
又
、
内
ニ
此
ノ
戒

ヲ
具
シ
ヌ
レ
ハ
、
外
ニ
其
ノ
相
顯
レ
テ
（
中
略
）。
此
ノ
四
ノ
意
有
ヘ

シ
ト
云
ヘ
ト
モ
、
戒
法
ヲ
ハ
戒
體
ニ
収
メ
、
戒
相
ヲ
ハ
、
戒
行
ニ
摂
シ
テ
、
只
戒
體
戒
行
ノ
二
科
ニ
テ
文
ノ
意
ヲ
モ
消
シ
、
大
綱
ノ

義
理
ヲ
モ
成
シ
ラ
ル
ナ
リ
。
故
ニ
今
云
フ
所
ノ
經
論
所
載
ノ
戒
相
ト
ハ
戒
行
ノ
相

７
ナ
リ
。（
括
弧
内
挿
入
筆
者
）

と
あ
る
。
即
ち
、
舎
那
修
徳
の
三
聚
浄
戒
の
功
徳
を
戒
法
と
い
い
、
こ
の
舎
那
の
功
徳
を

十
二
門
戒
儀

の
儀
軌
に
よ
り
師
資
相
伝
し

て
作
法
受
得
す
る
と
こ
ろ
の
性
無
作
仮
色
を
戒
体
と
称
し
て
お
り
、
舎
那
の
発
起
に
よ
っ
て
受
得
す
る
の
で
、
色
法
を
戒
体
と
見
て
い
る
。

ま
た
、
戒
行
と
は
、
戒
体
受
得
の
上
に
性
無
作
仮
色
た
る
戒
体
を
身
口
意
三
業
の
上
に
止
悪
修
善
を
以
て
一
々
に
持
し
顕
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
。
受
戒
の
後
持
し
顕
れ
る
行
為
に
犯
、
不
犯
、
開
、
遮
の
相
が
生
起
す
る
と
こ
ろ
が
戒
相
と
な
る
。
経
の
所
説
で
は
十
重
四
十
八

軽
戒
を
指
す
が
、

永
徳
記

に
あ
っ
て
は
十
重
を
戒
体
に
、
四
十
八
軽
戒
は
戒
行
に
像
ど
れ
る
い
わ
れ
が
あ
る
と

８
い
う
。

永
徳
記

で
は
戒
の
四
科
に
一
応
の
差
別
を
認
め
る
が
、
戒
法
は
戒
体
に
収
め
ら
れ
、
戒
相
を
戒
行
に
収
め
て
戒
体
戒
行
の
二
科
に

仁
空
実
導
の
戒
体
（
杉
江
幸
彦
）
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集
約
し
て
い
る
。
さ
ら
に
戒
体
と
戒
行
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
即
ち
、

戒
體
戒
行
ト
テ
元
自
リ
其
體
各
別
ナ
ル
ニ
ア
ラ
ス
。
只
此
レ
舎
那
ノ
功

ナ
リ
。
其
ヲ
舎
那
ノ
發
起
ニ
依
テ
受
取
ル
方
ヲ
ハ
戒
體
ト

名
付
ク
、
此
ノ
戒
體
ヲ
機
ニ
持
セ
テ
一
一
ニ
振
舞
顯
サ
シ
ム
ル
方
ヲ
ハ
戒
行
ト
云
ニ
テ
コ
ソ
ア
レ
ハ
、
戒
體
即
戒
行
、
戒
行
即
戒
體

ナ
リ
。
戒
行
即
戒
體
ナ
ル
方
ヨ
リ
ハ
戒
行
モ
犯
失
無
ト
モ
取
成
サ
レ
ト
モ
、
戒
體
即
戒
行
ナ
ル
謂
ヨ
リ
ハ
即
チ
又

佛
性
障
道
ノ
因

縁
ト
モ
云
ハ
ラ
ル
ヘ
キ

９
ナ
リ
。

と
あ
っ
て
、
究
極
す
る
と
こ
ろ
戒
体
も
戒
行
も
共
に
舎
那
浄
満
の
功
徳
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、

即
入
諸
佛
位
ト
云
ヲ
以
テ
即
チ
分
極
ノ
位
ニ
進
ミ
タ
リ
ト
思
ハ
ハ
、
又
、
上
慢
ノ
見
ニ
随
ス
ヘ
シ
。
故
ニ
此
ノ
宗
ノ
意
ハ
戒
體
戒
行

ノ
二
門
ヲ
以
テ
疑
怯
慢
大
ノ
失
カ
ヲ
除
ク

10
ナ
リ
。

と
あ
っ
て
、
舎
那
の
功
徳
に
よ
り
疑
怯
慢
大
か
ら
生
じ
て
く
る
過
ち
が
除
か
れ
る
と
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
痴
闇
凡
夫
に
と
っ
て
の
自
力

と
し
て
の
善
行
は
疑
怯
慢
大
に
陥
る
が
、
舎
那
の
功
徳
に
裏
付
け
ら
れ
る
善
行
は
自
力
か
ら
起
こ
る
過
ち
を
除
く
と
い
い
、
絶
対
他
力
の

極
致
を
説
き
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。

戒
体
受
得
に
よ
る
功
能
に
つ
い
て
、

今
ノ
菩
薩
戒
ノ
宗
旨
ハ
戒
體
受
得
ヲ
所
詮
ト

事
ハ
勿
論
ナ
リ
。
而
ニ
此
ノ
戒
體
ノ
受
得
ノ
位
ハ
癡
闇
ノ
凡
夫
佛
家
ニ
住
在
初
ナ
リ
。

受
戒
之
座
ニ
於
テ
即
チ
六
即
成
佛
ノ
義
ア
ル
旨
ヲ
モ
五
大
院
ハ
釋
シ
タ
マ
ヘ
ト
モ
、
ケ
ニ
ハ
事
ニ
已
ニ
分
證
究
竟
ノ
悟
ヲ
極
ム
ト
云

ニ
ア
ラ
ス
。（
中
略
）
仍
テ
此
ノ
戒
體
ハ
衆
生
ノ
佛
性
ノ
種
子
ト
云
ハ
レ
テ
、
永
ク
悪
趣
ヲ
離
レ
テ
決
定
シ
テ
成
佛
ス
ヘ
キ
身
ト
定

マ
ル
處
マ
テ
カ
戒
體
受
得
ノ
分
ニ
テ
ア
ル

11
ナ
リ
。

と
あ
る
。
ま
た
、

仁
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杉
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幸
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未

惑
ノ
凡
夫
ナ
レ
ト
モ
、
三
聚

戒
ヲ
受
得
ス
ル
ソ
ト
云
ヘ
ハ
、
定

ノ
功

マ
テ
ヲ
モ
受
ケ
取
ル
謂
ア
ル
ソ
ト
見
タ
ル
ナ
リ
。

此
ノ
戒
門
ニ
向
フ
時
ハ
又
戒
ハ
受
ケ
ス
ト
モ
定
ヲ
修
シ

修
コ
ト
云
フ
様
ニ
ハ
無
キ
故
ニ
、
一
代
ノ
佛
法
カ
定

ヲ
本
ト

、
戒
ヲ

本
ト

ス
ル
一
一
ノ
姿
ノ
ア
ル

12
所
ヲ
（
下
略
）

と
、
あ
る
い
は
、

此
ノ
戒
體
受
得
ノ
上
ニ
戒
行
ニ
出
ル
時
ハ
、
又
心
ヲ
本
ト

シ
テ
定

ノ
悟
ヲ
開
ク
ヘ
キ
道
理
ヨ
リ
外
ハ
之
有
ヘ
カ
ラ
ス
。
故
ニ
此

ノ
位
ニ
顯
密
ノ
修
學
ハ
要
ニ
立
ツ
ヘ
キ
ナ
リ
。
此
戒
ヲ
受
ケ
サ
ル
時
ハ
、
徒
ニ
生
シ
徒
ニ
死
シ
テ
畜
生
ニ
同
シ
ト
義
記
ニ
ハ
釋
セ
ラ

レ
タ
リ
。
此
戒
ヲ
受
ク
ル
時
佛
位
ニ
入
リ

佛
子
ノ
名
ヲ
得
テ
生
死
ヲ
離
テ
佛
道
成
ス
ヘ
キ
器
ト
成
リ
ヌ
ル
上
ニ
舎
那
止
観
ノ

業

モ
佛
法
修
行
ノ
簡
要
ト
ハ
成

13
ナ
リ
。

と
も
あ
る
。
即
ち
、
一
の
舎
那
の
大
悲
た
る
三
聚
浄
戒
を
作
法
受
得
す
る
時
、
痴
闇
凡
夫
の
佛
性
が
開
顕
し
て
定
恵
の
功
徳
ま
で
も
受
得

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
あ
る
。
こ
の
位
を
六
即
に
当
て
て
み
る
と
分
證
究
竟
の
悟
り
で
は
な
く
、
凡
夫
が
仏
家
に
入
る
初
門
、
即
ち
名
字

即
の
位
に
す
ぎ
ず
、
受
戒
の
時
点
で
は
未
来
に
成
仏
す
べ
き
身
と
定
ま
る
位
と
な
る
。
ま
た
、
戒
体
受
得
の
上
に
仏
性
が
開
顕
さ
れ
て
戒

行
を
持
す
時
、
定
恵
の
法
門
、
顕
密
二
教
の
修
行
が
始
め
て
他
力
の
戒
行
と
し
て
か
な
う
も
の
と
あ
る
。

さ
ら
に
、

若
シ

如
来
ノ
一
度
ヒ
發
シ
タ
マ
フ
所
ノ
三
聚

戒
ノ
功

ニ
テ
タ
ニ
モ
有
ナ
ラ
ハ
、
必
ス
法
界
ノ
一
切
衆
生
ニ
發
起
シ
テ
根
機

ノ
高
下
ヲ
モ
簡
ハ
ス
、
遮
難
ノ
有
無
ニ
モ
依
ラ
サ
ル
時
ハ
、

季
ニ
及
ヒ
處
ハ
辺
地
下
劣
ノ
砌
ナ
リ
ト
云
ト
モ
但
解
法
師
語
尽
受
得

戒
ト
説
テ
形
ノ
如
戒
師
ノ
語
ヲ
聞
分
ル
計
ニ
テ
舎
那
報
身
ノ
功

ヲ
残
リ
ナ
ク
受
取
テ
、
衆
生
受
佛
戒
即
入
諸
佛
位
ス
ル
處
ヲ
起
即

性
無
作

色
ト
釋
ス
ト
意
得

14
ナ
リ
。

仁
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と
あ
る
。
痴
闇
凡
夫
の
戒
体
受
得
の
上
に
お
け
る
戒
行
の
相
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
即
ち
、
舎
那
発
起
の
戒
体
は
伝
戒
師
に
よ
っ
て
痴

闇
凡
夫
の
身
に
受
得
す
る
も
の
で
あ
り
、
全
く
受
者
自
身
の
自
力
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
。
痴
闇
凡
夫
が
受
得
す
る
戒
行
が
一
々

に
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
犯
戒
下
機
の
身
の
ま
ま
で
も
等
し
く
戒
体
が
発
得
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
三
業
に
顕
れ
る
戒
行
に
至
っ
て
は
、

広
く
一
代
仏
教
が
施
設
さ
れ
て
行
者
の
機
根
に
随
い
修
学
せ
し
め
る
と
あ
る
。
要
す
る
に
戒
体
受
得
の
上
に
は
機
根
の
分
に
応
じ
て
戒
行

を
勧
め
て
い
る
よ
う
に
、
戒
行
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

三

不
起
而
已
起
即
性
無
作
仮
色

前
述
の
よ
う
に
、
円
頓
戒
に
お
け
る

戒
体

の
語
は
天
台
の
戒
疏
が
嚆
矢
で
あ
る
。
即
ち
、

菩
薩
戒
義
疏

巻
上
出
体
の
条
に
、

戒
體
と
は
起
さ
ず
ん
ば
已
み
な
ん
。
起
さ
ば
即
ち
性
無
作
の

色
な
り
。

と
あ
る
。

永
徳
記

で
は
戒
体
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
理

解
を
し
て
い
る
の
か
、
関
係
文
脈
を
摘
出
し
て
見
て
い
き
た
い
。
ま
ず
戒
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
、

今
ノ
戒
宗
ノ
意
ヨ
リ
シ
テ
ハ
、
舎
那
の
功

ヲ
広
ク
一
代
ノ
佛
法
顯
密
ノ
聖
教
ト
ハ
説
キ
広
ケ
タ
ル
故
ニ
佛
法
ト
云
ハ
、
總
シ
テ
癡

闇
ノ
凡
夫
ノ
戒
體
受
得
ノ
上
ニ
機
ニ
随
テ
受
學
ス
ヘ
キ
戒
行
ノ
相
ソ
ト
意
得
ル

15
ナ
リ
。

と
あ
り
、
ま
た
、

所
詮
一
代
ノ
佛
法
ヲ
悉
ク
菩
薩
戒
ノ
名
ニ
釋
シ
入
レ
テ
今
ノ
舎
那
ノ
戒
體
ノ
能
詮
ノ
意
ヲ
成

16
シ
テ

と
い
い
、
一
切
の
仏
法
を
戒
と
呼
び
、
菩
薩
戒
を
宗
と
す
る
立
場
で
は
、
一
代
仏
教
は
全
て
菩
薩
戒
に
帰
入
す
る
と
解
釈
し
、
そ
の
戒
を

説
く
毘

舎
那
仏
の
功
徳
が
仏
法
と
し
て
敷
衍
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
趣
意
を
汲
む
と
、
仏
法
と
は
痴
闇
凡
夫
が
戒
体
受
得
後
に
機
根

に
従
っ
て
な
さ
れ
る
戒
行
の
相
で
あ
る
と
い
う
。

仁
空
実
導
の
戒
体
（
杉
江
幸
彦
）

一
九
四



戒
体
に
つ
い
て
、

所
詮
舎
那
ノ
覺
體
カ
戒
師
ノ
言
説
ニ
極
リ
テ
凡
身
ニ
舎
那
報
身
ノ
功

ヲ
受
取
カ
戒
體
發
得
ノ
相
ニ
テ
ハ
有
レ
ハ
、
戒
體
ト
云
ハ
別

ノ
子
細
無
シ
。
只
舎
那
ノ
三
聚

戒
ノ
功

17
ナ
リ
。

と
あ
り
、
あ
る
い
は
、

今
ノ
菩
薩
ノ
戒
體
ト
ハ
、
只
性

本
有
ノ
無

無
作
ノ
法
體
ニ
テ
舎
那
發
起
ノ
功

ナ
ラ
サ
ラ
ン
ヲ
ハ
知

18
ラ
ス
。

と
あ
る
。
戒
体
と
は
、

舎
那
仏
の
覚
体
、
即
ち
三
聚
浄
戒
の
功
徳
そ
の
も
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
は

舎
那
仏
が
発
起
す
る
と
こ
ろ

の
功
徳
と
も
い
う
。

そ
の
発
起
に
つ
い
て
、

舎
那
ノ
發
起
ト
ハ
、
法
界
ノ
衆
生
ノ
色
心
ノ
上
ニ
舎
那
ノ
三
聚

戒
ノ
功

ヲ
發
起
ス
ル
謂
ナ
ル

19
故
ニ
、

あ
る
い
は
、

其
舎
那
ノ
發
起
ト
ハ
如
何
ナ
ル
事
ソ
ト
云
ヘ
ハ
、

ノ
中
ノ
大
意
ハ
四
戒
三

ト
釋
セ
リ
。（
中
略
）
此
四
戒
ノ
道
理
、
如
何
ナ
ル

鈍
根
障
重
ノ
機
ヲ
モ
隔
テ
ス
發
起
ス
ル
所
ノ
舎
那
ノ
功

ナ
レ
ハ
、
末
代
辺
地
ノ
機
マ
テ
モ
受
持
誦
ヲ

メ
ル
ヲ
三

ト
ハ
云

20
ナ
リ
。

と
あ
る
。
即
ち
、
毘

舎
那
仏
の
功
徳
で
あ
る
三
聚
浄
戒
が
法
界
の
衆
生
の
色
心
の
元
に
発
起
す
る
。
そ
れ
は
作
法
受
得
に
よ
る
と
あ
り
、

具
体
的
に
は
、
人
た
る
戒
師
を
外
縁
と
し
て
、
受
戒
の
儀
軌

十
二
門
戒
儀

に
よ
る
と
こ
ろ
を
法
縁
と
し
、
戒
師
の
言
説
に
よ
る
四
戒

三
勧
な
る
順
次
師
資
相
伝
す
る
あ
り
さ
ま
が
、
発
起
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

以
下
に
命
題
の
文
言
を
一
々
に
分
け
て
逐
語
的
に
摘
出
し
列
挙
し
て
み
て
い
く
。
最
初
、

不
起
而
已
起
即

に
つ
い
て
、

仁
空
実
導
の
戒
体
（
杉
江
幸
彦
）

一
九
五



１

不
起
而
已
起
即
ノ
文
言
、
全
ク
凡
夫
ノ
三
業
ニ
約
シ
テ
不
起
ノ
相
ヲ
論
ス
ヘ
キ
ニ
ア

21
ラ
ス
。

２

不
起
而
已
起
即
ト
ハ
全
ク
受
者
ノ
心
ニ
約
シ
テ
能
起
所
起
ヲ
論
シ
テ
作
戒
ニ
依
テ
無
作
ノ
功

ヲ
發
起
ス
ト
云
ニ
ア

22
ラ
ス
。

３

今
ノ
不
起
而
已
等
ノ
文
ヲ
釋
ス
ル
ニ
、
不
起
已
下
ノ
初
ノ
句
ハ
總
シ
テ
性
戒
ノ
無
キ
ニ
ア
ラ
ザ
ル
コ
ト
ヲ
顯
ン
コ
ト
ヲ
示
ス
。

介
爾
モ
心
有
レ
ハ
皆
性
本
ヨ
リ
具
ス
故
ニ
不
起
已
ト

23
曰
フ
。

４

舎
那
佛
此
一
戒
光
明
金
剛
宝
戒
ノ
體
ヲ
發
起
ス
ト
云
ハ
ゝ
、
四
戒
三

ノ
道
理
ニ
依
テ
師
資
相
受
シ
テ
末
法
辺
地
ノ
凡
夫
癡

闇
ノ
機
ニ
至
ル
マ
テ
受
取
ル
處
ノ
戒
體
ナ
リ
ト
云
意
ヲ
不
起
而
已
等
ト
釋
ス
ト
習
ヒ
傳
ヘ
タ
ル
ナ
リ
。
云
所
ノ
起
不
起
ト
云
ハ
舎

那
ノ
發
起
ノ
有
無
ヲ
定
ム
ル
語

24
ナ
リ
。

と
あ
る
。
起
不
起
に
則
し
て
要
を
約
せ
ば
、
痴
闇
凡
夫
の
本
具
仏
性
に
起
因
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
判
然
と
し
な
い
文
脈
で

あ
る
が
、
換
言
す
る
と
、
受
者
自
身
の
意
志
や
行
動
の
有
無
浅
深
の
範

で
は
な
く
、

舎
那
仏
発
起
の
功
徳
を
一
方
的
に
受
得
す
る
こ

と
を
強
調
し
て
い
る
と
い
え
る
。

次
に
、

性
無
作

に
つ
い
て
、

１

性
ノ
字
ハ
、
此
戒
ヲ
ハ
經
ニ
仏
性
ノ
種
子
ト
モ
説
キ
、
或
ハ
是
情
是
心
皆
入
佛
性
戒
中
ト
モ
云
テ
、
此
戒
ヲ
受
ル
時
、
汝
是
當

成
佛
、
我
是
已
成
佛
、
常
作
如
是
信
、
戒
品
已
是
足
ト
説
テ
定
メ
テ
成
佛
ス
ベ
キ
身
ト
ハ
定
ル
故
ニ
、
此
戒
ヲ
佛
性
ノ
戒
ト
名
ル

意
ヲ
以
テ
性
ノ
一
字
ヲ
置
ク

25
ナ
リ
。

２

此
戒
ヲ
受
ク
ル
時
（
中
略
）
定
メ
テ
佛
果
菩
提
ヲ
成
ス
ヘ
キ
身
ト
成
ル
處
ヲ
佛
子
ト
モ
名
ケ
此
ヲ
佛
性
ノ
戒
ト
モ
説
ク
意
ヲ
性

無
作
ト
ハ
云
ニ
テ
有

26
ナ
リ
。

３

舎
那
極
佛
ノ
功

ヲ
凡
夫
カ
事
ニ
受
取
ル
所
ヲ
性
無
作

色
ト
ハ
名
ク
ル

27
ナ
リ
。

仁
空
実
導
の
戒
体
（
杉
江
幸
彦
）

一
九
六



４

無
作
ハ
作
法
受
得
ノ
法
體
ナ
リ
ト
云
意

28
ナ
リ
。

５

性
無
作

色
ノ
戒
體
ト
云
ハ
則
チ
三
聚

戒
ト
云
事
ナ
リ
ト
釋
シ
顯
ス

29
ナ
リ
。

と
あ
る
。
即
ち
、
性
の
意
味
は
仏
性
の
種
子
あ
る
い
は
仏
性
戒
を
指
す
と
い
う
。
説
示
文
脈
の
要
を
受
け
と
め
ば
、
痴
闇
凡
夫
の
心
に
本

具
す
る
如
来
性
は
、
元
よ
り
因
果
関
係
を
離
れ
た
存
在
で
あ
り
、
ま
た
、
人
為
的
、
意
識
的
な
こ
と
か
ら
生
起
す
る
も
の
で
も
な
い
こ
と

に
な
る
。
例
挙
文
脈
を
結
び
推
し
量
る
に
、
有
情
の
心
の
根
源
た
る
仏
性
開
顕
の
自
覚
を
促
し
て
い
る
説
示
で
あ
る
と
窺
え
る
。

次
に

仮
色

に
つ
い
て
、

１

色
ト
云
ハ
、
因
縁
生
ノ
義
ヲ
顯
ス
。
性

本
有
ノ
理
ヲ
所
詮
ト

ル
諸
教
ノ
意
ニ
ハ
異
ニ
シ
テ
、
修

修
起
ノ
報
身
ノ
功

カ
人
法
ノ

縁
ニ
依
テ
作
法
受
得
ス
ル
所
ヲ

ト
ハ
云
ナ
リ
。
又

ハ

ニ
対
ス
ル
語
ナ
リ
。
舎
那
報
佛
ノ

ノ
功

ノ
凡
身
ニ

應
ス
ル
所
ヲ

色
ト
モ
名
ク
ト
云
趣
ヲ
モ
祖
師
ハ
沙
汰
セ
ラ
レ
タ
ル

30
ナ
リ
。

２

戒
体
ヲ
モ
性
無
作

色
ト
釋
サ
レ

31
タ
リ
。

３

師
資
相
傳
作
法
受
得
ス
ル
體
ナ
ル
故
ニ
、
一
分
ニ
テ
モ
受
者
ノ
三
業
ニ

リ
テ
、
若
ハ
心
性
ノ
理
體
ヲ
モ
明
シ
テ
、
若
シ
ハ
事

ノ
勇
猛
ノ
誠
心
ヲ
モ

テ
得
ル
所
ノ
體
ニ
非
ル
事
ヲ
顯
ン
カ

ニ

色
ト
ハ
云

32
ナ
リ
。

と
あ
る
。
端
的
に
受
け
止
め
れ
ば
、
受
戒
の
功
徳
に
よ
り
生
じ
る
無
表
色
は
、
縁
起
を
意
味
す
る
と
い
う
。
報
身
た
る
毘

舎
那
仏
の
三

聚
浄
戒
の
功
徳
が
作
法
受
戒
の
元
に
、
人
と
法
と
の
因
果
関
係
に
よ
り
受
者
た
る
痴
闇
凡
夫
に
応
じ
顕
れ
る
の
で
仮
色
と
い
う
と
あ
る
。

逐
語
的
に
追
う
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
①
戒
体＝

毘

舎
那
仏
の
発
起
し
た
三
聚
浄
戒
の
功
徳
。
②
起
不
起＝

舎
那
仏
の
発
起
を
強

調
す
る
た
め
の
表
現
で
あ
り
、
起
は
作
法
受
得
の
縁
に
よ
り
受
者
側
に
お
い
て
も
同
時
発
起
せ
し
め
ら
れ
る
。
言
わ
ば
受
者
の
感
と
伝
戒

師
の
応
と
の
道
交
、
即
ち
感
応
道
交
の
心
的
作
用
を
起
不
起
と
説
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
③
性＝

仏
性
・
仏
性
戒
・
真
如
と
も
置

仁
空
実
導
の
戒
体
（
杉
江
幸
彦
）

一
九
七



き
変
え
ら
れ
る
が
、
要
は
性
徳
が
修
徳
に
転
換
さ
れ
る
こ
と
か
ら
の
自
覚
覚
他
の
作
用
を
説
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
④
無
作＝

無
為
無
作
、

色
心
が
三
業
を
離
れ
た
領
域
に
あ
る
こ
と
を
示
す
。
⑤
仮
色＝

因
縁
所
生
、
報
身
の
毘

舎
那
仏
の
功
徳
が
戒
師
の
言
説
と

十
二
門
戒

儀

に
則
る
受
戒
作
法
に
よ
る
縁
起
で
あ
る
。
戒
体
と
は
受
戒
の
動
機
を
縁
と
し
て
発
起
し
、
痴
闇
凡
夫
が
先
天
的
に
具
有
す
る
仏
性
が
、

後
天
的
な
修
得
に
帰
一
す
る
と
こ
ろ
に
顕
現
す
る
戒
行
の
相
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
色
心
に
顕
れ
て
く
る
良
心
、
善
行
あ
る
い
は
善
悪

を
判
断
し
止
悪
修
善
へ
と
高
揚
さ
せ
し
め
る
根
源
的
作
用
力
が
戒
体
で
あ
る
。

仏
教
の
実
践
徳
目
の
中
心
課
題
、

慈
悲

に
つ
い
て
、

梵
網
經

で
は
随
所
に
謳
い
あ
げ
て
お
り
、

永
徳
記

に
お
い
て
も
同
様

で
あ
り
、
そ
の
一
、
二
を
あ
げ
る
と
、

菩
薩
ハ
慈
悲
ヲ
本
ト

ル
故
ニ
、
不
殺
生
ヲ
以
テ
諸
戒
ノ
源
ト
ス
ル
ナ
リ
。
今
ノ
戒
ノ
意
ハ
、
戒
體
ト
云
モ
舎
那
ノ
覺
他
ノ
慈
悲
ヲ

受
取
ル
謂
レ
ナ
リ
。
此
戒
體
ヲ
戒
行
ト
ハ
振
舞
ヒ
顯
ス
故
ニ
、
菩
薩
ノ
戒
行
ト
云
ハ
、
一
一
ニ
皆
舎
那
ノ
慈
悲
ニ
背
ク
處
ヲ
制
ス
ル

ナ
リ
。
佛
ノ
慈
悲
ニ
背
ク
事
殺
生
ニ
過
タ
ル
事

33
ナ
シ
。

と
あ
り
、
ま
た

其
一
戒
光
明
ノ
體
ト
ハ
舎
那
ノ
慈
悲
ノ
體
ナ
リ
。
其
ノ
舎
那
ノ
大
悲
ヲ
受
取
ル
ヲ
戒
體
受
得
ト
ハ
意
得
ル
故
ニ
、
此
戒
體
カ
戒
行
ニ

出
ル
時
ハ
不
殺
ノ
功

ト
顯
ル

34
ナ
リ
。

と
あ
り
、
毘

舎
那
仏
の
覚
他
の
慈
悲
を
受
得
す
る
こ
と
が
戒
体
で
あ
る
と
明
白
に
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
命
題
が
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、

慈
悲
救
済
の
面
か
ら
戒
を
説
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

仁
空
実
導
の
戒
体
（
杉
江
幸
彦
）

一
九
八



む

す

び

管
見
な
が
ら
、

永
徳
記

を
通
じ
て
仁
空
実
導
の
戒
体
理
解
の
一
面
に
触
れ
て
き
た
が
、
か
か
る
本
文
か
ら
次
の
よ
う
な
こ
と
が
い

え
な
い
だ
ろ
う
か
。

永
徳
記

に
お
け
る
戒
体
の
作
用
は
、
未
来
成
仏
を
確
定
す
る
仏
性
開
発
の
端
緒
に
留
ま
り
、
仏
性
開
顕
後
も
戒
行
を
推
し
進
め
る

こ
と
に
な
る
が
、
戒
行
は
機
根
側
の
修
入
修
学
を
依
拠
と
す
る
た
め
に
、
痴
闇
凡
夫
で
は
内
に
煩
悩
起
こ
り
、
内
に
悪
縁
を
招
く
た
め
、

戒
体
を
一
々
の
三
業
に
持
し
、
顕
れ
出
る
戒
行
、
そ
れ
は
有
表
業
と
し
て
た
ち
ま
ち
に
成
就
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
る
た
め
、
阿
弥
陀
仏

の
大
願
力
に
帰
入
し
戒
行
の
成
就
を
図
る
と

35
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
痴
闇
凡
夫
の
戒
行
成
就
の
相
は
阿
弥
陀
仏
の
願
行
、
即
ち
、
念
仏
を

修
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
え
る
。
念
仏
信
仰
の
上
に
顕
れ
る
意
識
、
行
為
は
仏
心
と
も
、
慈
悲
心
と
も
を
伴
い
、
止
悪
修
善
と
昇
華
し
、

煩
悩
紛
々
た
る
痴
闇
凡
夫
を
律
す
る
こ
と
に
な
る
。

結
論
と
す
る
な
ら
ば
、
多
分
に
仁
空
実
導
の
信
仰
体
験
か
ら
起
因
す
る
人
間
観
に
基
づ
く
も
の
と

え
ら
れ
、
浄
土
教
の
人
間
観
、
こ

と
に
證
空
の

観
經

観
に
由
来
す
る
も
の
と
い
え
る
。
西
山
教
義
に
お
け
る
釈
迦
教
か
ら
弥
陀
教
へ
と
誘
引
す
る
と
こ
ろ
と
軌
を
一
に

す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
痴
闇
凡
夫
の
人
倫
性
に
着
目
し
た
信
仰
実
践
の
形
態
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
、
強
く
意
識
さ
れ
る
と

察

し
得
た
の
で
あ
っ
た
。

仁
空
実
導
の
戒
体
（
杉
江
幸
彦
）

一
九
九
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２

西
山
全
書

第
五
巻

一
六
六
頁

３

石
田
瑞
麿

佛
典
講
座
十
四

梵
網
経

（
大
蔵
出
版

一
九
七
一
年
）
三
〇
頁

４

福
田
堯
頴

天
台
学
概
論

（
福
田
老
師
遺
徳
顕
彰
会

一
九
八
六
年
十
一
月
）
六
〇
三
頁

５

谷
隆
戒

改
訂
円
頓
戒
概
論

（
大
東
出
版

一
九
七
八
年
十
二
月
）
二
四
七
頁

６

福
田
堯
頴

天
台
学
概
論

六
〇
五
頁
〜
六
〇
六
頁

７

天
台
宗
全
書

第
十
五
巻

第
一
書
房

一
九
七
四
年
十
二
月

一
五
頁

下

８

天
台
宗
全
書

第
十
五
巻

二
三
七
頁

上

９

天
台
宗
全
書

第
十
五
巻

四
六
五
頁

下

10

天
台
宗
全
書

第
十
五
巻

一
一
頁

上

11

天
台
宗
全
書

第
十
五
巻

二
一
一
頁

上

12

天
台
宗
全
書

第
十
五
巻

三
四
頁

上

13

天
台
宗
全
書

第
十
五
巻

三
四
頁

下

14

天
台
宗
全
書

第
十
五
巻

八
〇
頁

上

15

天
台
宗
全
書

第
十
五
巻

四
七
頁

上

16

天
台
宗
全
書

第
十
五
巻

二
九
頁

上

17

天
台
宗
全
書

第
十
五
巻

八
〇
頁

下

18

天
台
宗
全
書

第
十
五
巻

八
〇
頁

上

19

天
台
宗
全
書

第
十
五
巻

一
六
九
頁

上

20

天
台
宗
全
書

第
十
五
巻

七
九
頁

下

21

天
台
宗
全
書

第
十
五
巻

八
〇
頁

上

仁
空
実
導
の
戒
体
（
杉
江
幸
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二
〇
〇



22

天
台
宗
全
書

第
十
五
巻

七
九
頁

下

23

天
台
宗
全
書

第
十
五
巻

七
五
頁

上

24

天
台
宗
全
書

第
十
五
巻

七
九
頁

下

25

天
台
宗
全
書

第
十
五
巻

八
一
頁

上

26

天
台
宗
全
書

第
十
五
巻

八
一
頁

上

27

天
台
宗
全
書

第
十
五
巻

八
一
頁

上

28

天
台
宗
全
書

第
十
五
巻

八
一
頁

上

29

天
台
宗
全
書

第
十
五
巻

一
〇
六
頁

上

30

天
台
宗
全
書

第
十
五
巻

八
一
頁

上

31

天
台
宗
全
書

第
十
五
巻

二
二
〇
頁

下

32

天
台
宗
全
書

第
十
五
巻

八
〇
頁

下

33

天
台
宗
全
書

第
十
五
巻

一
〇
八
頁

下

34

天
台
宗
全
書

第
十
五
巻

二
一
七
頁

下
〜
二
一
八
頁

上

35

天
台
宗
全
書

第
十
五
巻

四
七
頁
・
五
七
八
頁
参
照

参

文
献

中
村
元

慈
悲

サ
ー
ラ
叢
書
１
（
平
楽
寺
書
店

一
九
八
七
年
六
月
）

平
川
彰

律
蔵
の
研
究

１
（
山
喜
房
佛
書
林

一
九
六
〇
年
九
月
）

平
川
彰

イ
ン
ド
の
仏
教
史

上
巻
（
春
秋
社

一
九
七
四
年
九
月
）

天
台
宗
務
庁

天
台
学
綱
要

全
（
金
声
堂

一
九
七
六
年
六
月
）

佐
藤
達
玄

中
国
仏
教
に
お
け
る
戒
律
の
研
究

（
一
九
八
六
年
十
二
月
）

拙
稿

西
山
に
於
け
る
戒
念
関
係
の
一

察

西
山
学
会
年
報

第
五
号

一
九
九
五
年
六
月

仁
空
実
導
の
戒
体
（
杉
江
幸
彦
）

二
〇
一
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